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～令和７年度のスタート！～ 
 

 中川地区の皆様には、日頃より公民

館事業にご理解とご協力いただき感謝 

申し上げます。 

このたび、公民館長を退任すること

となりました。平成３０年４月に公民

館長を拝命して７年間、コロナの感染

で活動制限などもありましたが、なん

とか皆様方からご協力をいただき職務

を遂行することが出来ました。心より

感謝申し上げます。今後中川地区の

益々のご発展をご祈念申し上げ、退任

の挨拶といたします。 

前公民館長 山田 君夫 

                      

                                  
  

 

職員紹介 

地域活動推進員 三瓶 良子 

事務長     酒井 昭
あき

孝
よし

 館 長     齋藤 秀明 

 地域活動推進員 柏倉 美穂 

上山市青少年育成推進員 山川 和夫 

上山市地域づくり推進員 武田 麻奈美 

上山市スポーツ推進委員 鈴木 俊 

上山市スポーツ推進委員 齋藤 裕之 

 

※令和 7 年度新体制の役員名簿は、別紙にて各戸配布いたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

  
退任の挨拶 新任の挨拶 

 今年度より山田君夫様よりバトンを

引継ぎました齋藤秀明です。これまで

築きあげられてきました地域の絆を継

承し、微力ではありますが皆様と  

いっしょに、ご協力をいただきながら、  

イベントやサークルに気兼ねなく参加

いただける愛される公民館づくりをめ

ざし尽力いたしますので、今後ともス

タッフ共々宜しくお願いいたします。 

 

         中川地区公民館長  

齋藤 秀明 

                      

                                  
  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラウンド・ゴルフ愛好会 スポーツ麻雀愛好会 ラージピンポン愛好会 

ウォーキング教室 そば打ち愛好会 詩吟教室 

パソコンクラブ  

ラージピンポン愛好会（木曜日）   
 
スポーツ麻雀愛好会  （木曜日） 
      
             
 

4/10、17、24 
 
4/10、17、24 
 

 

5/2(金) 
5/8(木) 
5/12(月) 
5/13(火) 
5/16(金) 
 
5/20(火) 
5/23(金) 
5/25(日) 
5/27(火) 
 
5/31(土) 
 

三者会・会長会・協議会 
市報・館報 
福祉村実行委員会 
そば打ち愛好会 
粋いき倶楽部開講式 
防犯協会中川支部総会 
一般講座「みそ作り教室」 
パソコンクラブ 
中川地区グラウンド・ゴルフ大会 
ウォーキング教室 

（職員不在時間帯あり） 
蔵王山頂清掃とつつじ祭り 

4/7、14、21、28 
4/8、15、22 
 
 

 

グラウンド・ゴルフ愛好会 
     （月曜日） 
詩吟教室 （火曜日）  
  

 

4 月・5 月 行事予定 

日 時：5 月 20 日（火）10：00～12：00 頃 

場 所：中川地区公民館 集会室 

講 師：石井伊惣治商店（十日町） 

内 容：出来上がり量が 1 口 5 ㎏のみそを作ります。 

    何口でも構いません。 

    申込時に口数をお伝え下さい。 

    今年も、麹 3 割増しで作ります！ 

材料費：１口 2,000 円 

 

 

お申込み・お問合せ：中川地区公民館（☏679-2501） 

【一般講座】 参加者募集 

持ち物：レジャーシート（一人用）、エプロン、 

三角巾、手拭きタオル、飲み物 

みそを持ち帰るための蓋つきの容器   

（内容量１口７㎏以上の容器をご準備下さい。） 

定 員：先着 15 名程度        

対 象：中川地区民     

締切日：定員になり次第締め切り 

中川地区の 65 歳以上の方を対象に、会員さん同士や地域の子供達との交流を通し
て、楽しく笑いのある生き生きとした人生にしていくことを目的とした倶楽部です。

詳細は、地区回覧チラシをご覧下さい。 
締切日：4 月 18 日（金） ※開講式は、5 月 16 日（金）を予定しております。 

 

下記の会員募集については、公民館までお問合せ下さい。 

毎年好評です！！ 
おいしい手作りみそを作ってみませんか？ 
今回作ると、秋頃に食べられます。 

 

4/1(火) 
4/2(水) 
4/7(月) 
4/8(火) 
4/9(水) 
4/10(木) 
4/11(金) 
4/14(月)  
4/15(火) 
4/18(金) 
4/22(火) 
4/24(木) 
 
4/25(金) 
 

市報、館報 
会長会総会、協議会総会、中川地区合同懇談会 
子ども会育成会  
中川小学校、北中学校入学式 
山形盲学校入学式 
福祉村実行委員会 
パソコンクラブ 
主事部・体育部合同会議、体育部会 
そば打ち愛好会 
中川地区戦没者追悼式 
中川福祉村村議会 
地区公民館職員合同会議（職員不在時間帯あり） 
上山市地区会長会議 
ウォーキング教室（職員不在時間帯あり） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

出前スポーツ教室    
3 月 21 日（金）、出前スポーツ教室の３回目の「太極舞」が、山口 馨先生指導のもと開催されました。初め

に、肩の関節を意識しながら手と腕を使った動きを覚え、腰、足の動きを加えながらゆっくりと体を動かし、最
後には音楽に合わせて、覚えた動きを組み合わせていきました。激しい動きはありませんが、終わった後は達成
感がありました。すごく良かったあ～との声も聞こえ、充実した時間となりました。 

２月 25 日（火）「令和 6 年度中川粋いき倶楽部閉講式」が開催されました。来賓の地区会長会 佐藤 

友治会長よりご挨拶いただいた後、事業報告、決算見通しを報告し承認されました。令和 7 年度の事業計

画について、たくさんの意見を出していただき、最後に、会員の皆さんに一言ずつ１年間の感想もお伺いし、

「楽しかった」「来年度もまた楽しみたい」など、うれしい言葉をいただきました。終了後、ふじや旅館に場所

を移しておいしい昼食をいただき、温泉で日頃の疲れをリフレッシュし、楽しい時間を過ごしました。 

来年度も、会員の皆さんに楽しんでいただける事業を考えていきたいと思っています。 

 

３月 4 日（火）「中川福祉村施設訪問」が福祉村役員、会長会、民生児童委員の参加を得て開催

されました。蓬仙園（猪狩 良佳施設長）、かなやの里（島貫 政昭施設長）の各担当者よりお越し

いただき、概要説明・質疑応答が行われました。コロナウイルス等感染防止のため、5 年前より

施設への訪問は行っておりませんが、現況等も含めてお話していただいたことで、改めて各施設

について深く知ることができました。これからも福祉村の事業等を通して、各施設と中川地区の

連携を深めていければと思います。  

 

【一般講座】  
2 月 28 日（金）、一般講座「レザークラフト教室」が、宮城興行(株)より講師をお迎えし開催され、本革を

使ってペンケースを作成しました。最初に好きな色の革を選び、裁断、穴あけ、ホックの取り付け、糸を選んで

手縫い・・・とやることがたくさんありましたが、皆さん集中してあっという間に時間が過ぎていきました。 

とても楽しかった～♪との声もいただき、世界に一つだけの素敵なペンケースが出来上がりました。 

 



 
 

 
 

      

 

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
九
十
八
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

こ
れ
ま
で
満
州
開
拓
の
歴
史
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二
年

七
月
に
勃
発
し
た
日
支
事
変
（
日
中
戦
争
）
の
兵
力
補
給
に
伴
い
、

開
拓
候
補
者
の
欠
乏
を
生
じ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
導
入
さ
れ
た
の
が

開
拓
青
少
年
義
勇
軍
で
す
。
本
稿
は
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
記
述
し

ま
す
。 

 
<

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
設
立> 

満
州
に
対
す
る
日
本
青
少
年
の
移
民
は
、
昭
和
九
年
満
州
特
務 

機
関
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
陸
軍
予
備
大
尉
・
東
宮
鉄
男
等
に
よ 

っ
て
、
東
満
国
境
に
近
い
饒
河
県
大
和
鎮
に
「
北
進
寮
」
を
建
設 

し
、
全
国
か
ら
十
五
歳
か
ら
二
十
歳
未
満
の
青
少
年
三
十
名
を
募 

集
し
て
訓
育
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
る
。
昭
和
十
一
年
秋
、 

山
形
県
か
ら
も
三
名
の
青
少
年
が
参
加
し
た
。 

昭
和
十
二
年
秋
、
満
州
農
業
開
拓
が
重
要
国
策
と
し
て
遂
行
さ 

れ
る
と
同
時
に
、
将
来
開
拓
民
と
し
て
自
立
し
得
る
青
少
年
を
組 

織
的
に
訓
練
育
成
し
て
集
団
入
植
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的 

で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
制
度
化
す
る
た
め
満
州
国
、
関
東
軍
、
満 

鉄
な
ど
の
現
地
機
関
と
、
拓
務
省
・
満
州
移
住
協
会
が
協
議
し
た 

結
果
、
試
験
的
に
昭
和
十
二
年
度
中
に
三
百
名
の
青
少
年
を
募 

り
、
現
地
で
訓
練
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
現
地
で
は
満
拓
公
社
が
北
満
国
境
に
近
い
龍 

江
省
に
用
地
を
確
保
し
、
長
野
県
百
名
、
山
形
県
百
二
十
四
名
、 

宮
城
県
三
十
一
名
、
そ
の
他
で
計
三
百
名
の
青
少
年
を
昭
和
十
二 

年
九
月
末
に
送
り
込
ん
だ
。 

ま
た
日
本
側
は
文
部
省
と
移
住
協
会
が
会
合
し
、
従
来
の
国
策 

移
民
の
一
環
と
し
て
制
度
化
す
る
よ
う
政
府
に
建
白
書
を
提
出 

し
た
が
、
こ
の
時
初
め
て
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」
と
い
う 

名
称
が
用
い
ら
れ
た
。 

昭
和
十
三
年
二
月
に
実
施
要
項
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ 

る
と
初
年
度
（
昭
和
十
三
年
度
）
の
募
集
人
員
は
三
万
人
と
し
、 

小
学
校
高
等
科
卒
業
後
（
十
六
歳
）
よ
り
十
九
歳
ま
で
の
青
少
年 

で
身
体
強
健
な
者
、
居
住
地
の
市
区
町
村
長
・
小
学
校
長
又
は
青 

年
学
校
長
、
青
年
団
長
等
の
推
薦
を
受
け
、
道
府
県
で
人
物
考
査
、 

身
体
検
査
を
行
っ
て
合
格
者
を
採
用
す
る
。
採
用
者
は
、
内
地
で 

二
か
月
間
の
基
礎
訓
練
を
行
い
、
約
三
百
名
を
も
っ
て
中
隊
を
編

成
し
て
渡
満
す
る
。
（
写
真
①
は
訓
練
の
模
様
）
そ
れ
ま
で
の
旅

費
、
食
費
、
衣
料
は
す
べ
て
日
本
政
府
が
負
担
す
る
と
し
た
。 

渡
満
し
た
青
少
年
部
隊
は
、
満
州
五
か
所
に
特
設
さ
れ
た
大
訓 

練
所
（
約
五
千
人
か
ら
一
万
人
単
位
）
に
お
い
て
、
一
か
年
の
基 
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<

南
村
山
郡
の
対
応> 

南
村
山
郡
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

白
鷹
山
山
麓
（
海
抜
六
百
五
十
㍍
）
の
傾
斜
地
約
二
十
町

歩
を
借
用
し
、「
白
鷹
青
少
年
修
練
道
場
」
を
建
設
し
、
高

等
科
児
童
や
教
員
を
対
象
に
三
泊
四
日
程
度
の
開
拓
訓

練
を
行
っ
た
。 

昭
和
十
六
年
以
降
、
初
期
に
渡
満
し
た
義
勇
軍
は
訓
練

を
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
義
勇
隊
開
拓
団
」
と
し
て
独
立

開
拓
建
設
の
段
階
に
入
り
、
花
嫁
が
必
要
と
な
っ
た
。
山

形
県
で
は
、
そ
れ
を
予
想
し
て
昭
和
十
二
年
頃
よ
り
東
村

山
郡
出
羽
村
の
青
年
修
練
道
場
で
、
満
州
花
嫁
訓
練
を
実

施
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
六
年
に
は
、
最
上
郡
萩
野
村
塩

野
開
墾
地
の
一
部
に
「
女
子
拓
務
訓
練
所
」
を
設
置
し
た
。 

訓
練
生
は
、
全
県
下
よ
り
募
集
し
、
第
一
期
生
は
現
地

訓
練
と
し
て
山
形
県
単
独
開
拓
団
の
第
六
次
北
五
道
崗

山
形
郷
に
「
女
子
拓
務
訓
練
所
」
を
設
置
し
、
渡
満
し
て

二
か
月
の
実
地
訓
練
を
実
施
し
た
。（
上
山
市
史
・
下
巻
よ

り
） 

<

終
末
期
の
義
勇
隊> 

昭
和
十
九
年
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
危
機
の
様
相
を

呈
し
て
敗
色
が
濃
厚
に
な
っ
て
く
る
と
、
関
東
軍
の
主
力

は
南
方
に
転
用
さ
れ
、
満
州
国
に
お
け
る
対
ソ
応
戦
態
勢

は
全
く
不
可
能
と
な
っ
た
。 

こ
の
た
め
、
徴
兵
適
齢
期
を
迎
え
て
い
た
義
勇
隊
開
拓

団
の
団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
穴
埋
め
と
し
て
関
東
軍

に
召
集
さ
れ
た
。
任
務
は
、
主
と
し
て
軍
倉
庫
等
の
整
備

で
あ
っ
た
が
、
米
軍
の
Ｂ
二
九
爆
撃
機
が
鞍
山
と
奉
天
を

爆
撃
（
昭
和
十
九
年
七
月
十
三
日
、
九
月
八
日
）
し
て
か

ら
は
、
同
地
区
の
軍
需
工
場
に
派
遣
さ
れ
た
。 

こ
う
し
て
、
開
拓
団
で
も
訓
練
所
で
も
、
応
召
や
派
遣

に
よ
る
離
団
が
相
次
ぎ
、
終
戦
前
一
か
月
く
ら
い
に
は
、

一
名
の
幹
部
も
い
な
い
開
拓
団
や
小
訓
練
所
も
出
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。（
全
国
拓
友
協
議
会
編
集
写
真
集
「
満

蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
団
」
家
の
光
協
会
発
刊
よ
り
。
写
真

は
、「
満
州
帝
国
の
興
亡
」
新
人
物
往
来
社
刊
よ
り
） 

 

（
次
回
は
、
義
勇
軍
に
従
軍
し
た
当
地
区
民
の
証
言
を 

 

記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

    
 

 

礎
訓
練
を
受
け
、
次
い
で
約
三
百
名
単
位
の
一
個
中
隊
単

位
ご
と
に
全
満
各
地
に
配
置
さ
れ
た
小
訓
練
所
に
お
い

て
約
二
か
年
の
営
農
訓
練
を
受
け
、
そ
れ
を
終
了
す
る
と

独
立
の
開
拓
民
と
し
て
一
人
当
た
り
約
十
町
歩
の
耕
地

と
、
三
百
戸
単
位
の
公
共
施
設
（
道
路
、
学
校
、
役
場
、

放
牧
採
草
地
、
薪
炭
伐
採
地
）
等
の
配
分
を
受
け
、
家
族

（
花
嫁
）
を
招
致
し
て
村
造
り
を
す
る
と
い
う
方
式
だ
っ

た
。（
写
真
②
は
、
満
州
国
で
の
訓
練
の
様
子
） 

こ
の
間
、
徴
兵
適
齢
期
（
満
二
十
歳
）
に
達
す
れ
ば
兵

役
の
義
務
が
あ
っ
た
が
、
既
に
現
地
で
三
年
間
軍
事
訓
練

を
行
う
の
で
、
数
週
間
だ
け
の
現
役
に
服
す
る
特
例
が
考

え
ら
れ
た
。
し
か
し
支
那
事
変
の
長
期
化
、
太
平
洋
戦
争

の
勃
発
等
に
よ
っ
て
特
例
は
な
く
な
り
、
一
般
壮
丁
と
同

様
に
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
義
勇
軍
の
移
行
開
拓
団

の
経
営
は
と
ん
挫
し
て
し
ま
っ
た
。 

   
  （写真①） 

（写真②） 


